
　
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
一
昨
年
来

の
世
界
同
時
不
況
の
中
で
、
依
然
と
し

て
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
や
有
効
求
人
倍

率
の
低
迷
な
ど
、
改
善
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
状
況
の
中

に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
幸

せ
を
見
据
え
、
引
き
続
き

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
、
施
策
、
事
業
を

着
実
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
の
財
政
状
況
は
、
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
の
財

政
指
標
に
お
い
て
も
健
全

性
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
歳
入
面
で
は
依
存

財
源
が
削
減
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
上
に
、
現
下
の
経

平
成
22
年
度
予
算
案
が
3
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

5
7
2
億
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
3
億
円（
0
・
5
％
）の
増
額
、
特
別
会

計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
8
0
1
億
3
、
7
4
8
万
円
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
6
億
43
万
円（
0
・
8
%
）の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

済
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
、
当
面
、
自

主
財
源
で
あ
る
法
人
市
民
税
の
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
は
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
り
、

少
子
・
高
齢
化
対
策
、
地
域
医
療
対
策
、

地
域
経
済
対
策
、
成
田
空
港
関
連
事
業

な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
新
清
掃
工
場
整
備
事

業
、
駅
前
再
開
発
事
業
な
ど
の
都
市
基

盤
の
整
備
や
、
学
校
適
正
配
置
事
業
な

ど
の
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
事
業
を

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
ま
で
楽
観
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
22
年
度
は
、「
生
涯
を
完
結
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、

最
終
年
度
を
迎
え
る
「
総
合
5
か
年
計

画
2
0
0
6
」
の
計
画
事
業
を
遂
行
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
次

期
実
施
計
画
を
視
野
に
入
れ
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
構

築
し
、
重
点
施
策
の
着
実
な
実
施
を
担

保
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
経
費
節
減

に
努
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映

し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

︻
歳
入
︼

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
個
人
市
民
税

や
法
人
市
民
税
な
ど
の
減
収
に
よ
り
、

市
税（
全
体
の
52
・
0
%
）が
2
9
7
億

2
、
4
5
3
万
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
9
億
1
、
3
0
4
万
円
の
減

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金（
全
体
の

11
・
6
%
）が
66
億
1
、
9
2
2
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
6
億
4
、

7
1
8
万
円
の
増
額
。
市
債（
全
体
の

10
・
0
%
）が
57
億
4
、
4
7
0
万
円

で
、
新
清
掃
工
場
整
備
事
業
や
公
津
の

杜
複
合
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
前

年
度
と
比
較
す
る
と
1
億
6
、
9
5
0

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︻
歳
出
︼

　
歳
出
の
目
的
別
分
類
で
は
、
民
生
費

が
前
年
度
比
21
億
1
、
1
7
5
万
円
増

の
1
4
5
億
4
、
9
2
8
万
円
で
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
・

児
童
手
当
支
給
事
業
、
福
祉
手
当
・
見

舞
金
支
給
事
業
、
児
童
ホ
ー
ム
管
理
運

営
事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
2
番
目
は
総
務
費
で
、
前
年
度
比

9
億
4
、
9
9
8
万
円
減
の
87
億
8
、

6
2
9
万
円（
15
・
4
%
）。
公
津
の
杜

複
合
施
設
整
備
事
業
、
国
民
体
育
大
会

開
催
事
業
、
防
災
無
線
固
定
系
更
新
事

業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
3
番
目
は
衛
生
費
で
す
。
前
年
度
比

10
億
6
、
9
4
4
万
円
減
の
80
億
3
、

1
6
6
万
円（
14
・
0
%
）で
、
新
清
掃

工
場
整
備
事
業
、
予
防
接
種
事
業
、
地

域
医
療
対
策
事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

民生費
25.4％

総務費
15.4％

衛生費
14.0％

土木費
13.7％

教育費
13.6％

公債費
7.2％

市税
52.0％

国庫支出金
11.6 ％

市債
10.0％

諸収入
4.4％

分担金・
負担金 3.6％

県支出金
3.7％

地方消費税
交付金 2.8％

地方交付税 3.2％

使用料・手数料 1.8％
地方譲与税 1.0％

そのほか
5.9％

消防費
4.6％

商工費
2.7％

農林水産業費 2.2％
そのほか 1.2％

一般会計
歳入額
572億円

一般会計
歳出額
572億円

市民1人当たりに使われるお金
453,738円（一般会計）

民生費……… 115,412円	 公債費	……………32,791円
総務費…………69,697円	 消防費	……………20,968円
衛生費…………63,711円	 商工費	……………12,150円
土木費…………62,036円	 農林水産業費	……10,174円
教育費…………61,789円	 そのほか	………… 5,010円

一般会計当初予算額（572億円）
÷

平成22年2月末日現在人口（126,064人）

平
成
22
年
度
当
初
予
算
の
概
要

生
涯
を
完
結
で
き
る
空
の
港
町
へ
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国民健康保険	 …………………………………110億4,634万円
　（事業勘定）……………………………………（108億9,643万円）
　�　被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し、必要な保険
給付を行います。

　（施設勘定）		………………………………………（1億4,991万円）
　�　医療サービス向上を図るため、国保大栄診療所で被保険者な
どに対し診療を行います。
下水道事業	 …………………………………… 20億9,010万円

　�　都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を図ります。
公設地方卸売市場	 ……………………………… 2億1,735万円

　�　青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した価格で供給し、
市民生活の向上を図ります。
老人保健	 ……………………………………………… 223万円

　�　平成20年3月までの老人医療加入者の医療給付の精算業務を
行います。
介護保険	 ……………………………………… 43億2,100万円

　�　被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付を行いま
す。
農業集落排水事業	 ……………………………… 1億6,131万円

　�　下総・大栄地区の農業集落に排水施設を整備し、生活環境の
改善を図ります。
後期高齢者医療	 ………………………………… 8億4,902万円

　�　後期高齢者医療制度加入者の保険料徴収や保険証の引き渡し
などを行います。
簡易水道事業	 …………………………………… 3億6,695万円

　�　下総・大栄地区に給水する小規模な水道事業です。

特別会計　190億5,430万円
　特別会計とは、特定事業を行う場合に一般会計と区分して
経理する必要のあるときに設ける会計をいいます。市では、
次の�8会計を設けています。

　企業会計として「水道事業会計」があります。
水道事業収益（収益的収入）	…………………………18億6,351万円
水道事業支出（収益的支出）	…………………………17億8,183万円
資本的収入	……………………………………………19億5,179万円
資本的支出	……………………………………………21億 135万円

企業（水道事業）会計　38億8,318万円

民生費
25.4％

総務費
15.4％

衛生費
14.0％

土木費
13.7％

教育費
13.6％

公債費
7.2％

市税
52.0％

国庫支出金
11.6 ％

市債
10.0％

諸収入
4.4％

分担金・
負担金 3.6％

県支出金
3.7％

地方消費税
交付金 2.8％

地方交付税 3.2％

使用料・手数料 1.8％
地方譲与税 1.0％

そのほか
5.9％

消防費
4.6％

商工費
2.7％

農林水産業費 2.2％
そのほか 1.2％

一般会計
歳入額
572億円

一般会計
歳出額
572億円

会計別予算の内訳

　一般会計とは市の基本的な行政を行うための会計です。
くわしくは6〜7ページをご覧ください。

一般会計　572億円

歳入
市税…………………………………………… 297億2,453万円
　　固定資産税……………………………… 187億9,438万円
　　個人市民税………………………………… 76億 636万円
　　法人市民税………………………………… 19億8,524万円
　　市たばこ税………………………………… 9億4,125万円
　　都市計画税………………………………… 2億 241万円
　　そのほか（軽自動車税など）……………… 1億9,489万円
国庫支出金………………………………………66億1,922万円
市債………………………………………………57億4,470万円
諸収入……………………………………………25億2,163万円
県支出金…………………………………………21億4,432万円
分担金・負担金…………………………………20億6,979万円
地方交付税………………………………………18億1,500万円
地方消費税交付金………………………………15億9,000万円
使用料・手数料…………………………………10億1,400万円
地方譲与税……………………………………… 5億5,200万円
そのほか…………………………………………34億 482万円

歳出
民生費………………………………………… 145億4,928万円
総務費……………………………………………87億8,629万円
衛生費……………………………………………80億3,166万円
土木費……………………………………………78億2,050万円
教育費……………………………………………77億8,943万円
公債費……………………………………………41億3,376万円
消防費……………………………………………26億4,330万円
商工費……………………………………………15億3,166万円
農林水産業費……………………………………12億8,260万円
そのほか………………………………………… 6億3,152万円

5 広報なりた 2010.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



がん検診を充実する
医療相談ほっとライン事業	 ……………………… 859万円
　市民の健康を守るため、24時間365日・無料で電話によ
る健康、医療、子育てなどの相談と医療機関の情報提供を行
う
急病診療所管理運営事業	 ……………………1億1,863万円
　日曜昼間も内科・小児科診療を行い、初期救急医療体制を
充実する

後期高齢者人間ドック助成事業	 ………………… 163万円
　75歳以上を対象に人間ドック費用の一部を助成する
乳幼児医療費助成事業	 ………………………2億 958万円
小学生医療費助成事業	 ………………………1億 740万円
保育園運営事業	………………………………7億6,972万円
保育園整備事業	………………………………1億5,225万円
生活保護扶助費	…………………………… 20億2,895万円
地域医療対策事業	……………………………1億7,779万円

④�市民が地域文化を愛し、次代を担う�
心豊かな人材を育む

国民体育大会開催事業	 ………………………3億9,234万円
　第65回国民体育大会のゴルフ・ソフトボール・柔道競技、
第10回全国障害者スポーツ大会のソフトボール・グランド
ソフトボール・フットベースボールを開催する
小学校普通教室エアコン整備事業	 …………6億8,300万円
　夏季の学習効率・学習意欲向上のため、普通教室にエアコ
ンを設置する
公津の杜小学校増築事業	 ……………………… 2,039万円
　公津の杜地区の児童数の急増に対応するため、校舎を増築
する
生涯学習推進計画策定事業	 ……………………… 300万円
　平成23年度を初年度とする第2次生涯学習推進計画を策定
する
特別支援教育支援員配置事業	 ………………… 3,426万円
小学校校舎耐震補強事業	 ……………………1億2,161万円
小学校屋内運動場耐震補強事業	 ……………2億4,135万円
小学校バリアフリー整備事業	 ………………… 3,734万円
中学校屋内運動場耐震補強事業	 ……………1億 864万円
西中学校分離新設校建設事業	 ………………… 6,000万円

学校給食センター施設整備事業	 ……………1億7,010万円
小規模学校支援教員配置事業	 ………………… 2,339万円
問題を抱える子ども等の自立支援事業	…………… 385万円
公民館大規模改修事業	 ………………………… 2,940万円
スポーツ広場等整備事業	 ……………………3億9,833万円
生涯スポーツマスタープラン策定事業	…………… 300万円
運動公園整備事業	……………………………… 2,223万円
野球場整備事業	………………………………3億6,800万円

⑤�市民が安全、安心、快適に暮らせる�
生活環境をつくる

新清掃工場整備事業	……………………… 30億3,393万円
　いずみ清掃工場に代わる新たなごみ焼却施設を富里市と共
同で整備する
駐輪場整備事業	………………………………… 3,751万円
　7月開業の成田新高速鉄道成田湯川駅の駅前広場に駐輪場
を整備する
地上デジタル共聴施設整備補助事業	 ………… 5,755万円
　難視聴地域で地上デジタル放送を受信するため、共同受信
施設整備費の一部を補助する
公衆便所管理事業	……………………………… 3,417万円
　成田湯川駅の駅前広場に公衆便所を整備する
防災行政無線固定系更新事業	 ………………2億1,220万円
建築物耐震化促進事業	 …………………………… 505万円
準用河川整備事業	……………………………1億5,901万円
消防庁舎整備事業	……………………………… 4,948万円
消防車両・装備強化整備事業	 ………………… 5,482万円
消防水利整備事業	……………………………… 9,914万円
駅前番所事業	…………………………………… 2,807万円
航空機騒音地域補助事業	 ……………………… 9,325万円
民家防音家屋等維持管理費補助事業	 ………3億 772万円
航空機騒音測定システム事業	 ………………… 2,129万円
環境基本計画推進事業	 …………………………… 990万円
生活道路整備事業	………………………… 10億4,857万円
市営住宅建替事業	……………………………2億6,803万円
新清掃工場関連付帯施設整備事業	 …………… 5,566万円

⑥�市民と行政が協働する効率的な�
自治体運営を行う

実施計画策定事業	………………………………… 428万円
　平成23年度を初年度とする成田市新総合計画の実施計画を
策定する
男女共同参画計画策定事業	 ……………………… 569万円
　平成23年度を初年度とする成田市男女共同参画計画を策定
する
国勢調査	………………………………………… 5,204万円
　平成22年10月1日を基準日として、国勢調査を実施する
公津の杜複合施設整備事業	 ……………… 10億5,398万円
まちづくり推進調査事業	 ………………………… 500万円
庁舎改修事業	………………………………… 1億6,961万円

初期救急医療体制を万全に

こんな事業　やります　

※くわしくは財政課（☎20-1512）へ。
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①�世界との交流拠点として市民が誇れる
都市をつくる

JR・京成成田駅中央口地区整備事業	 …… 12億2,564万円
　JR成田駅東口市街地再開発事業を推進し、再開発ビルの
建設と駅前広場の整備を行う

表参道整備事業	………………………………3億1,298万円
　建物のセットバックにより、歩行者空間を確保するなど表
参道にふさわしい街並みの景観形成を図る
景観計画策定事業	………………………………… 210万円
　景観計画策定に向けた市の方針を決定するための基礎調査
を行い、適切な景観形成の推進を図る
住区基幹公園整備事業	 ………………………… 5,900万円
　三里塚記念公園の貴賓館と防空壕の一般公開のための改修
工事、外小代地区公園のバリアフリー化のための実施設計な
どを行う
空港立地を活かした周辺地域調査事業	………… 1,000万円
幹線道路整備事業	……………………………7億5,191万円
大蕪新宮線整備事業	…………………………… 9,407万円
赤坂台方線整備事業	…………………………2億7,278万円
大袋線整備事業	………………………………… 2,321万円
ニュータウン中央線整備事業	 ………………5億7,500万円
コミュニティバス運行事業	 …………………1億2,604万円

②�市民がいきいき働く活力ある産業を�
育てる

観光PR事業	 …………………………………… 1,462万円
　観光キャラクター「うなりくん」を活用した各種キャンペー
ンへの参加など、観光地成田のPR事業を実施する
実需に応える農産産地強化対策事業	 …………… 326万円
　米の需給調整を推進し、高品質・良質な生産物の産地育成
に取り組む団体に対し、転作に要する農業用機械の購入費の
一部を補助する
緊急雇用創出事業	……………………………… 5,132万円
　現下の厳しい雇用情勢において地域の雇用改善を進めるた
め、緊急的に新規雇用の創出を図る

（仮称）下総親水広場整備事業	 ………………2億 100万円
農道整備事業	…………………………………1億1,900万円
排水路整備事業	………………………………1億9,100万円
新産地づくり支援対策事業	 ……………………… 648万円
中小企業資金融資事業	 …………………… 10億8,562万円
中心市街地活性化事業	 …………………………… 523万円

③�市民一人ひとりの健康で生きがいを
持った生活をささえる

独居高齢者見守り支援事業	 ……………………… 382万円
　70歳以上の独居高齢者を対象に週1回飲料を宅配し、孤独
感の解消と安否確認を行う
独居高齢者等実態把握事業	 …………………… 2,642万円
　独居高齢者や高齢者世帯の多様化する需要を把握するため
の実態把握調査を行う
福祉手当・見舞金支給事業	 …………………3億4,961万円
　新たに重度身体障害者福祉手当の対象に肝機能障がいを、
難病見舞金の対象に11疾病を加えて支給する
子ども手当・児童手当支給事業	 ………… 24億 965万円
　次世代を担う児童・生徒の健全な育成と資質の向上のた
め、中学校修了前の児童・生徒を養育している父母などに手
当を支給する

児童ホーム管理運営事業	 ……………………1億8,088万円
　土曜日の開所時間を午後6時30分まで延長し、放課後留守
家庭となる児童の生活の場として運営する
私立保育園施設整備費補助事業	 ……………… 7,598万円
　公津の杜保育園・三里塚第二保育園の増築と、つのぶえ保
育園の耐震補強事業費の一部を補助する
子宮頸がん予防接種助成事業	 …………………… 900万円
　子宮頸がん予防のため小学5年生〜中学3年生のワクチン
接種費用の一部を助成する
ヒブワクチン接種助成事業	 ……………………… 864万円
　細菌性髄膜炎の予防のため5歳未満の乳幼児のヒブワクチ
ン接種費用の一部を助成する
乳がん検診事業	…………………………………… 165万円
　30歳代の偶数年齢者に超音波（エコー）検査を追加し、乳

土地の有効利用で駅周辺を活性化

社会全体で子育てを支援

こんな事業　やります　平成22年度当初予算

7 広報なりた 2010.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


